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大
だいちんじゅ

椿寿―荘子よりの引用。八千
歳を春とし、八千歳を秋とする
という木で、長寿を祝う意味。

（題字は　荒井知事の書）

“メインテ
ーマ” のばそう！ 健康寿命、

� 担おう！�地域づくりを
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新
任
役
員

役
職	
　
　

氏	

名	
 

市	

郡

監　

事	
中
田　

勝
久	

天
理
市

理　

事	
加
来
洋
八
郎	

生
駒
市

　

	

〃	

大
向　

勝
彦	

宇
陀
郡

常
務
理
事	

堀
辺
王
太
郎	

県
老
連
事
務
局
長

　
　
　
　
　
（
七
月
一
日
就
任
）

退
任
役
員

　
役
職	

　
　

氏	

名	
 

市	
郡

監　

事	

末
澤　

豊
康	

生
駒
市

理　

事	

吉
田　

俊
弘	

宇
陀
郡

常
務
理
事	

川
端　

英
志	

県
老
連
事
務
局
長

　
　
　
　
　
（
六
月
三
十
日
退
任
）

新
任
評
議
員

　
役
職	

　
　

氏	

名	
 

市	

郡

評
議
員	

古
川　

芳
明	

御
杖
村

　

	

〃	

岡
本　

幹
男	

河
合
町

　

	

〃	

中
山
十
代
一	

天
川
村

　

	

〃	

平
井　

久
輝	

下
北
山
村

　

	

〃	

児
島　

美
穂	

上
北
山
村

退
任
評
議
員

　
役
職	

　
　

氏	

名	
 

市	

郡

評
議
員	

大
向　

勝
彦	

曽
爾
村

　

	

〃	

吉
田　

勝
行	

河
合
町

　

	

〃	

鶴
岡　

壇
定	

天
川
村

　

	

〃	

杉
本　

利
弘	

下
北
山
村

　

	

〃	

更
谷　

昌
美	

上
北
山
村

退
任
の
ご
挨
拶

　

�

前
事
務
局
長　

川
端　

英
志

こ
の
た
び
、
六
月
三
十
日
付
で
一
般

財
団
法
人
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

常
務
理
事
兼
事
務
局
長
を
退
職
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
八
月
に
就
任
し
て
か
ら

約
四
年
間
、各
種
事
業
の
実
施
に
つ
き
ま

し
て
大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。ま
た
皆
様
と
歓
談
で
き
た
こ
と

も
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り

ま
す
と
と
も
に
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念

申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

　

�

事
務
局
長　

堀
辺　

王
太
郎

こ
の
た
び
、
川
端
英
志
事
務
局
長
の

後
任
と
し
て
一
般
財
団
法
人
奈
良
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
常
務
理
事
兼
事
務
局

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
奈
良
県
職
員
で
ご
ざ
い

ま
し
た
が
、本
年
三
月
、福
祉
医
療
部
次

長
を
最
後
に
定
年
退
職
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

奈
良
県
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
発
展
に

鋭
意
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
何

卒
皆
様
方
の
格
別
の
ご
指
導
と
ご
厚
情

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
4
年
度 《
活
動
基
本
方
針
》

１
．メ
イ
ン
テ
ー
マ（
平
成
26
年
度
～
）

「
の
ば
そ
う
！ 

健
康
寿
命
、

�

担
お
う
！ 

地
域
づ
く
り
を
」

〈
健
康
寿
命
〉

○	

健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、自
立
し
た
生

活
、生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

○	

仲
間
や
地
域
の
高
齢
者
と
と
も
に
継

続
的
な
健
康
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

〈
地
域
づ
く
り
〉

○	

他
世
代
や
関
係
団
体
と
連
携
し
て
安

全
・
安
心
の
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

○	

元
気
高
齢
者
の
知
識
・
経
験
・
活
力
を

生
か
す
場
づ
く
り
・
機
会
づ
く
り
を

広
げ
ま
す
。

２
．�第
五
十
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
宣
言
事

項
の
実
践（
令
和
三
年
十
一
月
十
七
日
）

一
、		

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
働
き

か
け
仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広

げ
ま
す

二
、	介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）

対
策
で
元
気
高
齢
者
を
め
ざ

し
ま
す

三
、	友
愛
活
動
を
基
盤
に
新
地
域

支
援
事
業
と
連
携
し
た
支
え

合
い
活
動
に
努
め
ま
す

四
、	高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る

諸
制
度
・
地
域
共
生
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
ま
す

３
．重
点
項
目

①�

老
人
ク
ラ
ブ「
会
員
増
強
運
動
」へ
の
取
り
組
み

　

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
五
年
間
、全

国
展
開
し
て
い
る
会
員
増
強
運
動
は
、

平
成
三
十
年
度
で
最
終
年
度
と
な
り
ま

し
た
が
、依
然
と
し
て
会
員
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
奈
良

県
老
連
と
し
て
会
員
数
の「
現
状
維
持
」

目
標
に
、令
和
元
年
度
か
ら
の
五
年
間
、

会
員
増
強
運
動
を
継
続
・
推
進
し
ま
す
。

②�

コ
ロ
ナ
禍
及
び
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
た
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進

　

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
感
染

予
防
と
会
員
の
健
康
保
持・増
進
の
両
立
を

図
る
と
と
も
に
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
社
会
変

容
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

ア	「
新
し
い
生
活
様
式
」に
基
づ
く
ク

ラ
ブ
活
動
の
普
及

　

①	

３
密（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）を
避

け
る
計
画
・
運
営
の
工
夫

　

②	

参
加
者
へ
の
感
染
予
防
対
策
の
周

知
徹
底（
体
調
の
確
認
、マ
ス
ク
着

用
、人
と
の
間
隔
等
）

　

③	

熱
中
症
の
予
防
対
策（
こ
ま
め
な

水
分
補
給
、人
と
の
距
離
を
確
保

し
た
マ
ス
ク
の
取
り
外
し
等
）

イ	

自
宅
で
で
き
る
身
体
と
心
の
健
康

づ
く
り
の
呼
び
か
け

〈
体
の
健
康
づ
く
り
〉

○	

体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
食
生
活
、歯・口
腔
の
健
康

管
理
な
ど

〈
心
の
健
康
づ
く
り
〉

〇	

電
話
や
手
紙
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

を
活
用
し
た
仲
間
や
知
人
と
の
交
流
、

趣
味
・
関
心
ご
と
へ
の
取
り
組
み
や

積
極
的
な
気
分
転
換
な
ど

一
般
財
団
法
人 

奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
評
議
員
・
役
員
変
更
紹
介 

令
和
四
年
五
月
現
在

機
関
紙
「
大
椿
寿
」
は
、

奈
良
県
共
同
募
金
会
の
助

成
金
を
受
け
て
発
行
し
て

い
ま
す
。	

県
老
連
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開催日：令和5年3月15日（水）　9：00～12：00
場　所：広陵パークゴルフコース　北葛城郡広陵町百済2438-1
定　員：先着 130名
※�令和4年度の開催予定です。募集及び申込み方法等の詳細につきましては令和5年1月1日発行
「大椿寿」に掲載いたします。

第2回　パークゴルフ大会第2回　パークゴルフ大会 お知らせ

2022（令和 4）年度　　県老連　主な行事予定
開催予定月日（曜日） 時　間 名　　　　　　　　称 場　　　　　所
	 4月22日（金）13時30分～ 監事会 県社会福祉総合センター
	 4月27日（水） 近老協第１回定例会（県老連会長・事務局長） 和歌山県ビック愛（12F1201号室）
	 5月12日（木）13時30分～ 理事会（第52回） 県社会福祉総合センター

	 5月14日（土） ならシニア元気フェスタ
（橿原公苑および近隣のスポーツ文化施設） 奈良県・県社協・県老連　主催

	 5月19日（木）13時30分～ 女性部会常任委員会 県社会福祉総合センター

	 5月27日（金） 11時～ 定時評議員会 県社会福祉総合センター13時～15時 市町村老人クラブ連合会　正副会長会議
	 6月10日（金） 10時～ 女性部会手芸講習会 県社会福祉総合センター
	 6月24日（金）13時30分～ 理事会（第53回） 県社会福祉総合センター
	 6月30日（木） 近畿ブロック老人クラブリーダー研修会 大阪府社会福祉会館
	 7月15日（金）13時30分～ 女性部会常任委員会 県社会福祉総合センター
	 8月上旬 13時～ 近老協第2回定例会議（県老連事務局長・事務職員） 大阪府社会福祉会館

	 8月31日（水） 10時～ 高齢者健康マージャン大会
参加申込締切日：8月5日(金) 県社会福祉総合センター

	 9月	 9日（金）13時30分～ 老人福祉功労者等表彰式 奈良県文化会館（小ホール）
	 9月13日（火） 	9時～ ゲートボール大会	 【雨天時　９月14日（水）】 橿原公苑　陸上競技場
	 	9月15日（火）
	 ～21日（月） 老人の日・老人週間

	 9月20日（日） 老人クラブ全国一斉「社会奉仕の日」 各市町村老連
	 9月22日（木）13時30分～ 理事会（第54回） 県社会福祉総合センター
10月	 5日（水） 9時20分～ ペタンク大会	 【雨天時　１０月11日（火）】 橿原運動公園　まほろば広場
10月14日（金） 	8時～ ゴルフ大会 奈良若草カントリー倶楽部
10月21日（金） 健康ウォーキング
10月28日（金） 13時～ 老人クラブ指導者研修会 県社会福祉総合センター
11月	 2日（水） 10時～ グラウンド・ゴルフ大会	 【雨天時　１１月4日（金）】 橿原公苑　陸上競技場
11月 	8日（火） 全老連創立60周年記念　全国老人クラブ大会 東京都（両国国技館）
11月18日（金） 10時～ 第１１回健康ウォークラリー大会 馬見丘陵公園
	 	2月	 8日（水）	
	 ～5回 10時～ 介護予防・健康づくりリーダー養成講座

受講申込締切日：1月６日 県社会福祉総合センター

	 2月10日（木）13時30分～ 県老連女性部会活動研修会 県社会福祉総合センター
	 2月下旬 近老協第3回定例会（県老連会長・事務局長）
	 3月	 2日（木）13時30分～ 理事会（第55回） 県社会福祉総合センター

	 3月	 8日（火）10時～15時 （公開講座）軽スポーツ講習会参加申込締切日：２月20日 県社会福祉総合センター

	 3月15日（水） 9時～ パークゴルフ大会 広陵パークゴルフコース
	 3月17日（金）13時30分～ 女性部会常任委員会 県社会福祉総合センター
※上記の日程及び会場は、予定ですので変更になる可能性があります。ご注意ください。
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＊参加費 老人クラブ会員 1,500円 2,000円

8月5日

一般高齢者

〈参加対象および定員〉
＊老人クラブ会員・県内在住の一般高齢者

＊定員は 60名（先着順） ※コロナウィルス感染症予防対策のため削減しています

※個人情報はこの大会にのみ使用します

〈送り先〉〒634-0061 橿原市大久保町320番11

奈良県老人クラブ連合会 健康マージャン大会 係

〈お問い合わせ〉奈良県老人クラブ連合会 TEL 0744-29-0166

※団体での申込および電話・FAXでの申込は受け付けません

＊コロナウィルス感染症の状況に
より開催が出来ない場合がありま
す。その際は、ご連絡を致します
が、何卒ご理解、ご了承ください。

※ 昼食は

各自ご用意ください

（ふりがな）

を

〈参加対象および定員〉

＊老人クラブ会員・県内在住の一般高齢者 ＊１８ホール、プレーできる方

＊定員は100名程度（申し込み多数の場合は抽選） ＊キャデイなし

＊プレー代

＊参加費 老人クラブ会員

一般高齢者

（昼食・懇親会費・消費税込）

※ 個人情報はこの大会にのみ使用します。 
※コロナウィルス感染症の状況により開催が 
出来ない場合があります。その際は、ご連絡 
を致しますが、何卒ご理解、ご了承ください。 

〈送り先〉〒634-0061  橿原市大久保町320番11 
奈良県老人クラブ連合会  ゴルフ大会 係 

〈お問い合わせ〉奈良県老人クラブ連合会 TEL 0744-29-0166 

1 , 000円
10 , 280円（予定）

1 , 500円
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令和4 年度は「馬見丘陵公園」で開催
主   催･･･（一財）奈良県老人クラブ連合会
協 力･･･ 上牧町シルバークラブ連合会・広陵町老人クラブ連合会・河合町老人クラブ連合会
開 催 日･･･ 令和4年11月18日（金）（小雨決行・荒天中止）午前9：30～

〔開催の中止…当日午前7時直前のNHKテレビ天気予報で奈良県北部の
降水確率が70%以上の時及び警報が発令されたときは中止とする。〕
※新型コロナウィルス感染症の状況により、中止する場合もあります。

募集チーム数･･･ 総数６０チーム

各市町村老連3チーム以内（それ以上は応相談。）

一般高齢者チーム…若干数
チーム構成･･･ 4人で1チームの構成（できるだけ男女混成でお願いします。）

参 加 費･･･ 会員チーム 2,000円／1チーム ・ 一般高齢者チーム 3,000円／1チーム
応募方法･･･ 会員チーム･･･各市町村老連より所定の用紙で県老連に申し込みください。

一般高齢者チーム･･･往復はがきにチーム名・4人の住所・氏名・年齢

申込み先･･･〒634-0061　奈良県橿原市大久保町320-11　奈良県社会福祉総合センター4F
（一財）奈良県老人クラブ連合会 健康ウォークラリー大会 宛

性別・TEL・リーダー名を記入し県老連に申し込みください。

申込締切り

10 月 21 日（金）

大会スローガン 歩いてつくろう、百歳元気！

第11回　県老連健康ウォークラリー大会ご案内

令
和
三
年
度
よ
り
、新
規
事
業
と
し
て
始
ま
っ

た「
出
前
講
座
」。
令
和
四
年
度
も
、引
き
続
き

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
系
・
文
化
系
の
出
前
講
座
・
講

習
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、遠
く

に
出
か
け
る
こ
と
も
で
き
な
く
て
、な
か
な
か
集

え
な
か
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
。
会
場
を
手
配

い
た
だ
き
、種
目
等
を
決
め
て
申
し
込
ん
で
い
た

だ
く
と
、県
老
連
か
ら
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。
お

申
し
込
み
は
、市
町
村
老
連
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　

六
月
現
在
ま
で
の
状
況
は
、表
の
と
お
り
で
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
師
派
遣
事
業

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
師
派
遣
事
業

「
出
前
講
座
」

「
出
前
講
座
」

開催日 クラブ名 種　目

4/2 五條市老人クラブ連合会　 スカットボール
カーリング

5/26 三宅町老連　石見老人クラブ マグダーツ
6/6 川西町老連　結崎団地支部 公式ワナゲ

6/6 生駒市老連　女性部 いきいきクラブ体操
手芸講習

6/7 葛城市寿連合会南道穂支部 ボッチャ
6/15
7/6 三郷町老人クラブ連合会 論語に学ぶ

6/17 斑鳩町老連　女性部 ミュージック・ケア

6/25 桜井市老人クラブ連合会 スマホ講座
基本操作編

6/28 香芝市ふたかみクラブ連合会
女性部 体力測定講習会

7/12 生駒市老連 スマホ講座
入門編

8/22 山添村老人クラブ連合会 スマホ講座
基本操作編

9/11 大和高田市老連　土庫支部 歯と栄養指導
11/15 葛城市寿連合会南道穂支部 スカットボール
申込上限　各市町村老連　原則年間 2回まで
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奈
良
県
で
は
、『
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
活
躍
を
続
け
ら
れ
る
と

と
も
に
、
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
奈
良
県
を
目

指
す
』
こ
と
を
基
本
理
念
に
、「
最
後
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ

く
り
」
を
施
策
展
開
の
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、「
健
康
づ
く
り
・
介
護
予

防
の
推
進
」
の
た
め
の
施
策
や
高
齢
者
の
「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
の
た
め

の
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
う
ち
令
和
四
年
度
の
主
要
な
取
組
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
一
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
下
で
の
介
護
予
防
へ
の
取
組

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大・長
期
化
す
る
中
、外
出
頻
度
の
低
下
や
感

染
症
防
止
等
を
求
め
る
社
会
的
環
境
か
ら
、高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
化
）リ
ス
ク

の
高
ま
り
や
人
と
の
関
わ
り
合
い
が
減
る
こ
と
に
よ
る
気
分
の
落
ち
込
み
等
が
引
き

続
き
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、感
染
予
防
を
徹
底
し
た
う
え
で
の「
通
い
の
場
」の
利
用
等
を
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
、高
齢
者
の
元
気
づ
く
り
や
健
康
維
持
の
た
め
の
ち
ら
し
を
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
予
防
し
な
が
ら
元
気
に
自

分
ら
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
、今
後
も
市
町
村
や
関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携・協
力
の

も
と
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

（
二
）  

奈
良
県
高
齢
者
福
祉
計
画・第
８
期
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
の
着
実
な

推
進
等

奈
良
県
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
高
齢

者
と
そ
の
家
族
を
含
む
す
べ
て
の
県
民
が
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を

担
う
人
材
の
確
保
・
育
成
に
努
め
ま
す
。
た
と
え
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
市
町
村
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
・
協
同
し
な
が
ら
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

併
せ
て
、
第
９
期
奈
良
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
高
齢
者

の
生
活
・
介
護
等
の
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

（
三
） 

シ
ニ
ア
世
代
の
介
護
の
お
仕
事
入
門
事
業

令
和
七
年
ま
で
に
県
内
の
介
護
人
材
は
約
三
千
人
不
足
す
る
見
込
み
で
、
多
様

な
人
材
の
参
入
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
生
百
年
時
代
の
今
、
充
実
し

た
人
生
を
送
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
選
択
肢
と
し
て
、
介
護
の
知
識
・
技
術
を
短
期

間
で
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
県
で
は
概
ね
五
十
五
歳
以
上
の
元
気
な
シ
ニ
ア

を
対
象
に
、
令
和
元
年
度
よ
り
介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

研
修
修
了
者
は
、
家
庭
で
の
介
護
に
活
か
し
た
り
、
介
護
関
係
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
活
か
し
た
り
様
々
で
す
。
現
在
ま
で
に
、
六
名
の
研
修
修
了
者
が
介
護

施
設
に
就
労
し
、
今
も
介
護
現
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、
介
護
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
介
護
へ
の
参
入
促
進

セ
ミ
ナ
ー
や
、
介
護
職
を
体
験
で
き
る
介
護
現
場
実
習
を
実
施
し
、
年
齢
を
重
ね

て
も
生
き
が
い
を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
機
会
づ
く
り
の
た
め
、
研
修
内
容

の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

（
四
） 

な
ら
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
シ
ニ
ア
表
彰

　

県
で
は
、い
つ
ま
で
も
元
気
に
活
動
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
く
伝
え
、健
康

寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
県
民
の
自
発
的
な
行
動
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、『
心

身
と
も
に
健
康
で
若
々
し
く
』『
積
極
的
に
社
会
活
動
を
行
い
』『
年
齢
を
重
ね
た

美
し
さ
を
感
じ
さ
せ
、県
民
の
憧
れ
と
な
る
』高
齢
者
を「
な
ら
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
シ
ニ

ア
」と
し
て
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

十
二
回
目
を
迎
え
た
昨
年
度
は
、地
域
に
あ
る
三
つ
の
公
園
の
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト

の
代
表
と
し
て
地
域
の
環
境
整
備
に
長
く
貢
献
し
な
が
ら
、教
師
経
験
を
活
か
し
て

子
供
た
ち
に
算
数
を
教
え
て
い
る
方
な
ど
、五
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

県
の
高
齢
者
福
祉
対
策
の
概
要

県
の
高
齢
者
福
祉
対
策
の
概
要
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老人クラブ「老人の日・老人週間」
 仲間と集い、高齢者の元気な姿を示そう！
9月15日は　わが国老人福祉の記念日（原点）です

《主　　唱》� 全国老人クラブ連合会	 奈良県老人クラブ連合会
《実施主体》� 市町村老人クラブ連合会	 単位老人クラブ
《推進期間》� 	9月15日「老人の日」から21日までの1週間�

地域の状況に応じて、其の前後に実施しても差し支えないものとする

《実施内容》
　�「健康」「友愛」「奉仕」の全国三大運動を共通運動とし、これらの取り組みをとおして、
高齢者の意欲と姿勢を地域社会に示すものとする

健康・友愛・奉仕「全国三大運動」の推進
　　　　活動目標　（1）�地域高齢者の健康づくり・介護予防
　　　　　　　　　（2）�在宅高齢者やその家族を支援する友愛活動
　　　　　　　　　（3）�安全・安心の住みよいまちづくりをめざすボランティア活動

① 健康活動
� ⃝ �日頃の健康管理・正しい生活習慣の学習・実践（栄養・運動・休養、喫煙・飲酒、病気・ねたきり・認知症の予

防、歯・口腔の健康づくり、薬の使い方、医療機関のかかり方、健康手帳やお薬手帳の活用、事故防止等）
� ⃝ �いきいきクラブ体操・健康ウォーキング・シニアスポーツの実施
� ⃝ �趣味・サークル活動の拡充、おしゃべり会の開催
� ⃝ �料理講習会・食事会の開催
� ⃝ �家庭内外での転倒しない環境づくり、ヒヤリ地図の作成
� ⃝ �健康診断・歯（口腔）の定期検診の受診促進、体力測定会の開催
� ⃝ �高齢者医療や介護保険など制度・施策の学習　　など

② 友愛活動
� ⃝ �関係機関と連携した集いの場つくり（サロン、ふれあい喫茶、居場所の確保等）
� ⃝ �日常生活の困りごと支援（電球交換、ゴミだし、物の移動、買い物等）
� ⃝ �情報の伝達・提供（クラブや町内情報、福祉・防犯・災害・避難などの情報）
� ⃝ �ひとり暮らしや高齢者世帯への安否確認・声かけ・友愛訪問・話し相手・行事等への参加の呼びかけ
� ⃝ �認知症への正しい理解、権利擁護などの学習活動　　など

③ 奉仕（ボランティア）活動
� ⃝ �全国一斉「社会奉仕の日」（9月20日）の取り組み
� ⃝ �公共施設や道路の清掃・美化・緑化・花づくり
� ⃝ �資源回収・リサイクル活動
� ⃝ �高齢者施設におけるボランティア
� ⃝ �地域（子ども）見守りパトロール活動
� ⃝ �防犯・防災のための活動
� ⃝ �伝承や他世代交流
� ⃝ �高齢者や地域から期待される活動への支援　　など

＊取り組みにおきましては、新型コロナの感染状況に配慮され、各自治体の最新情報に基づいて無理のない対応をお願いします。
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（一社）歯科衛生士会HPより

外出時、 熱中症を防ぐため

” むすんでひらいて” の曲に合わせて

マスクを外し まし ょ う

大量に汗をかいた時は塩分補給も

ウイルス感染対策は
忘れずに！

熱中症予防・感染症対策

無理のない範

囲で、身体を

動かそう！

フレイル予防

エアコン使用中も
こまめに換気をしましょう

（エアコンは止めないで）

― 8 ―

だ い ち ん じ ゅ 年 2 回刊第182 号令和 4 年 7 月 1 日



目指そう健康長寿！体の健康はお口から

令和4年度『お口の健康診査』に行きましょう

生活習慣病や肺炎、リウマチ、認知症など多くの病気がお口の健康と大きく関わっています
この機会にお口の健康状態を歯科医院で診てもらいましょう

○対象者：奈良県全域の75歳歳・・80歳歳・・85歳歳の方（令和4年4月1日現在）

85歳・・・昭和11年4月2日生〜昭和12年4月1日生まで

80歳・・・昭和16年4月2日生〜昭和17年4月1日生まで

75歳・・・昭和21年4月2日生〜昭和22年4月1日生まで

○実施主体：奈良県後期高齢者医療広域連合

○健診場所：奈良県歯科医師会会員歯科医院

○実施期間：令和4年6月1日〜令和4年11月30日まで

○健診費用：無料！！最寄りの奈良県歯科医師会会員歯科医院で健診の

ご予約をお取りいただき、必ず郵送された健診券

（ハガキ）をお持ちください

○お問い合わせ先：奈良県後期高齢者医療広域連合℡0744-29-8430

健康長寿の秘訣はお口の健康を保つ事です
いつまでも美味しく食べて新しい時代を健康に過ごしましょう

私達は皆様の健康長寿のお手伝いを致します

奈良県歯科医師会

在宅でも可

共同募金は、寄付した方々の地域を良くするために役立てられる募金です。
令和3年度の共同募金運動については、コロナ下においても、地域でのつながりを絶やさないた
めの活動を通して、困難な状況におかれた方々を支援されている民間団体が必要とする資金を募金
として確保するため、「つながりをたやさない社会づくり」をテーマに掲げ、共同募金運動に取り組
みました。その結果、皆様のご支援・ご協力をいただき1億6,031万7,968円の募金が集まりました。
これらの募金は、高齢者への見守り支援や、サロン活動、こども青少年育成、障害者支援等、様々
な地域福祉課題を解決するための財源として活動団体に対し助成するとともに、昨今増加している
甚大な災害にも対応できるよう募金の一部を災害等準備金として積み立てています。
今年度も10月からの半年間の募金目標額を1億6,100万円と掲げ、全力をあげて共同募金運動に
取り組みます。
県民の皆様におかれましては、本県の地域福祉の推進の一翼を担っている共同募金運動に一層の
ご理解・ご協力を賜わりますようお願い申し上げます。
また、通常の10月からの募金活動とは別に、新型コロナ関連事業として、「新型コロナ感染下の
福祉活動支援」の募金活動を4月～5月に実施し、助成事業を行いました。
共同募金会は、遺贈・相続寄付に関するご相談も受け付けています。お気軽にお問い合わせください。

社会福祉法人 奈良県共同募金会　http://www.nara-akaihane.com
寄付金振込先：ゆうちょ銀行� 口座記号番号：00980-6-300　
� 加入者名：社会福祉法人奈良県共同募金会
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私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

て
き
ま
し
た
。

も
う
四
十
年
前
に
な
り
ま
す
が
、昭

和
五
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
三
日
に

か
け
て
、台
風
十
号
と
そ
れ
に
続
く
低

気
圧
に
よ
っ
て
、王
寺
駅
前
周
辺
で
大

水
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
八
月
一
日
午

後
十
時
四
十
分
、大
和
川
と
葛
下
川
の

合
流
が
出
来
な
く
な
り
、そ
の
水
が
鎌

窪
橋
付
近
か
ら
溢
れ
出
し
、王
寺
駅
前

商
店
街
一
帯
が
広
く
浸
水
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、家
内
は
必
死
に
子
ど
も
を
二

階
に
避
難
さ
せ
ま
し
た
。

翌
日
の
朝
、水
が
引
い
て
天
候
も
回

復
し
ま
し
た
が
、そ
の
晩
再
び
豪
雨
に

な
り
、浸
水
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
床

上
浸
水
が
千
四
百
四
十
五
戸
、床
下
浸

水
が
二
百
七
十
二
戸
の
被
害
が
出
て
、

自
衛
隊
も
出
動
し
て
救
助
、復
旧
作
業

に
当
た
り
、当
時
、新
聞
・
テ
レ
ビ
な
ど

で
王
寺
駅
の
構
内
の
車
両
の
浸
水
し

て
い
る
様
子
が
大
き
く
報
道
さ
れ
た

の
で
、記
憶
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
で

し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
二
十
日
あ
ま
り
、家
の
中

の
片
づ
け
に
か
か
り
ま
し
た
。
全
国
か

ら
送
ら
れ
て
き
た
衣
類
な
ど
の
支
援

物
資
を
、中
央
公
民
館
に
展
示
し
て
い

る
の
で
受
け
取
り
に
行
く
よ
う
に
役

場
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
そ

の
時
、日
本
人
の
優
し
さ
に
心
が
打
た

れ
ま
し
た
。

畳
が
水
に
浸
か
り
、処
分
す
る
の
に

外
へ
出
し
、家
具
、台
所
の
も
の
な
ど

捨
て
ま
し
た
。
ま
た
使
え
る
家
具
な
ど

孫
の
結
婚
式

�

葛
城
市　

阪
口　
君
代
（
76
歳
）

通
常
な
ら
孫
娘
の
挙
式
の
日
を
待
ち

わ
び
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

さ
い
な
ま
れ
る
日
常
ゆ
え
、
結
婚
式
の

隣
席
に
思
案
し
て
い
る
む
ね
を
伝
え
る

と
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
最
近
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、

結
婚
式
に
出
て
く
れ
た
ら
勿
論
う
れ
し

い
け
ど
、
心
配
な
ら
無
理
し
な
く
て
良

い
か
ら
ね
。
命
が
大
切
だ
か
ら
ね
」
の

言
葉
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
申
し
訳
な

い
気
持
ち
で
、日
を
送
っ
て
い
る
と「
悩

ま
せ
て
ご
め
ん
な
あ
」
と
、
や
さ
し
く

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
だ
と
思
っ
て
い
た
孫
娘
が
、

人
を
思
い
遣
る
立
派
な
大
人
に
な
っ
て

く
れ
た
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
良
い
子
に
育
て
上
げ
て

く
れ
た
娘
に
も
感
謝
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
結
婚
式
に
出
席
で
き

ま
せ
ん
が
、
新
郎
、
新
婦
の
晴
れ
姿
を

想
像
し
な
が
ら
、
二
人
の
幸
せ
を
祈
る

毎
日
で
す
。

昔
の
思
い
出

�

三
郷
町　

堀
内　
宗
弘
（
81
歳
）

　

私
と
家
内
と
一
緒
に
な
っ
て
五
十

年
が
過
ぎ
、こ
の
年
に
な
っ
て
歩
ん
で

き
た
事
を
思
い
出
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、が
む
し
ゃ
ら
に

生
き
て
き
た
自
分
を
振
り
返
り
、家
内

も
よ
く
付
き
合
っ
て
く
れ
た
と
思
い

ま
す
。
た
だ
自
分
は
自
己
中
心
で
生
き
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勤
労
感
謝
の
日

�

天
理
市　

堀
内　
房
子
（
97
歳
）

我
が
国
は
古
く
か
ら「
瑞
穂
の
国
」

と
言
わ
れ
る
通
り
、稲
作
を
中
心
と
し

た
生
活
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
み
ず
み

ず
し
く
稲
穂
が
た
わ
わ
に
実
る
風
景

を
、国
の
理
想
と
し
た
も
の
で
す
。

現
在
の「
勤
労
感
謝
の
日
」は
、そ
の

名
残
と
い
え
る
も
の
で
、勤
労
を
た
っ

と
び
生
産
を
祝
い
、
み
ん
な
で
感
謝

し
合
う
と
い
う
趣
旨
で
、昭
和
二
十
三

年
に
定
め
ら
れ
た
国
民
の
祝
日
で
す
。

そ
れ
ま
で
は「
新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭
」と
呼
ば
れ
る

祭
日
で
し
た
。
新
嘗
祭
は
現
在
も
行
わ

れ
、天
皇
陛
下
が
そ
の
年
の
収
穫
し
た

新
穀
を
神
々
に
供
え
、農
作
物
の
恵
み

に
感
謝
し
自
ら
も
召
し
上
が
る
と
い

う
儀
式
だ
そ
う
で
、国
民
に
と
っ
て
も

大
切
な
お
祭
り
で
す
。

我
が
家
の
夫
も
半
世
紀
以
上
前
、

奈
良
県
を
代
表
し
て
献
穀
米
耕
作
を

依
頼
さ
れ
宮
中
に
献
納
。
昭
和
天
皇

皇
后
さ
ま
の
拝
謁
の
栄
を
得
た
思
い

出
は
、
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

お
米
の
一
粒
一
粒
に
太
陽
・
水
・
土

の
恵
み
の
有
難
さ
を
知
っ
て
い
る
人

た
ち
は
、
秋
の
収
穫
を
喜
び
感
謝
し

た
も
の
で
す
。
今
で
も
私
た
ち
老
人

は
、
昔
人
に
言
わ
れ
た
「
お
米
の
一

粒
で
も
捨
て
ぬ
よ
う
」
そ
の
言
葉
を

忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
毎
日

感
謝
し
て
、
大
事
な
ご
飯
を
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

は
水
で
洗
い
ま
し
た
。
冷
蔵
庫
を
水
で

洗
っ
て
い
る
と
保
健
所
の
方
が「
そ
の

冷
蔵
庫
は
処
分
し
な
さ
い
」と
持
っ
て

い
き
ま
し
た
。
今
思
い
出
す
と
色
々
大

変
で
し
た
。

そ
の
後
、王
寺
駅
も
町
も
す
っ
か
り

変
わ
り
ま
し
た
。

で
も
、人
の
心
は
変
わ
ら
ず
、思
い

や
り
の
心
を
大
切
に
、こ
れ
か
ら
も
夫

婦
で
仲
良
く
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

亡
き
友
の
み
か
ん
の
木

�

香
芝
市　

奥
村　
正
美
（
83
歳
）

仲
良
し
だ
っ
た
九
州
出
身
の
友
人

が
、「
奥
村
さ
ん『
ス
イ
ー
ト
ス
プ
リ
ン

グ
』の
み
か
ん
の
木
持
っ
て
き
て
あ
げ

る
か
ら
、植
え
た
ら
ど
う
？ 

奈
良
県
に

は
、こ
の
品
種
の
み
か
ん
の
苗
木
は
な

い
の
よ
」と
い
わ
れ
、植
え
て
み
ま
し
た
。

小
さ
な
木
は
、毎
年
少
し
ず
つ
大
き

く
な
り
ま
し
た
が
、五
年
経
っ
て
も
花

は
咲
い
て
も
実
は
落
ち
て
、も
う
ダ
メ

か
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
去
年
に

五
個
付
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
は
、

見
事
に
木
の
枝
が
折
れ
そ
う
に
な
る
ぐ

ら
い
に
、待
ち
焦
が
れ
た
ス
イ
ー
ト
ス

プ
リ
ン
グ
の
み
か
ん
が
実
り
ま
し
た
。

天
国
の
友
に
向
か
っ
て

「
や
っ
と
甘
い
み
ず
み
ず
し
い
美
味

し
い
み
か
ん
、あ
り
が
と
う
」

と
言
い
ま
し
た
。
貴
方
の
ご
仏
前
に

お
供
え
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。
ま
た
、

手
入
れ
を
し
て
来
年
も
、思
い
出
の
み

か
ん
が
実
る
よ
う
に
私
も
頑
張
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
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チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花

�

香
芝
市　

奥
村　
正
美
（
83
歳
）

庭
先
で
、朝
日
を
浴
び
る
と
、色
と

り
ど
り
の
虹
の
よ
う
な
、鮮
や
か
な
か

わ
い
い
花
が
花
壇
一
面
に
咲
き
ま
し
た
。

私
に
「
お
は
よ
う
」
と
、
に
っ
こ
り

微
笑
ん
で
頭
を
垂
れ
て
い
る
よ
う
す

に
、
心
が
い
や
さ
れ
ま
す
。
日
々
の
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
、
今

日
の
一
日
を
元
気
づ
け
て
く
れ
ま
す
。

で
も
夕
方
に
は
、淋
し
く
花
が
眠
る

よ
う
に
閉
じ
、私
ま
で
暗
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。
毎
日
の

日
課
の
水
を
た
っ

ぷ
り
吸
っ
て
、ま
た

明
日
美
し
い
花
を

咲
か
せ
て
、世
の
中

の
人
た
ち
を
や
さ

し
く
笑
顔
で
包
ん

で
ほ
し
い
で
す
。

今
年
も
野
菜
作
り

�

大
和
郡
山
市　

村
田　
博
子
（
82
歳
）

今
年
も
農
協
経
由
で
、
野
菜
の
苗

の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分

で
種
を
蒔
く
野
菜
や
花
も
あ
り
ま
す

が
、
ス
イ
カ
、
マ
ク
ワ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、

ナ
ス
等
、
少
し
ず
つ
三
十
本
申
し
込

み
を
し
ま
し
た
。
届
く
迄
ぼ
ち
ぼ
ち

と
自
分
な
り
に
肥
料
を
お
き
、
畦
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。

種
か
ら
蒔
い
て
、
早
く
育
っ
て
い
る

チ
ン
ゲ
ン
菜
等
は
、
葉
っ
ぱ
を
鳥
に
食

べ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
鳥
や
虫
た

ち
に
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
な
く
て

は
、
野
菜
の
い
ろ
い
ろ
も
な
か
な
か
上

手
に
は
で
き
な
い
で
す
が
、
毎
日
少
し

ず
つ
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

出
来
上
が
っ
た
野
菜
は
、
家
族
や

娘
た
ち
が
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
る
の

が
嬉
し
い
で
す
。
さ
つ
ま
い
も
苗
も

植
え
な
く
て
は
、
大
豆
や
小
豆
も
少
々

作
り
、
米
の
刈
り
ぬ
け
の
赤
飯
や
家

族
の
誕
生
日
の
赤
飯
に
な
っ
て
皆
に

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

百
歳
人
生
到
来

�

下
市
町　

大
西　
康
弘
（
96
歳
）

長
命
喜
び
感
謝
で
す
。
膝
に
痛
み
有

る
が
、
日
常
生
活
は
遅
れ
ば
せ
な
が
ら

も
出
来
る
。

私
幸
せ
者
。連
れ
添
っ
て
六
十
八
年
。

何
処
へ
行
く
に
も
お
し
ど
り
爺
婆
。
嫁

し
た
姉
妹
優
し
く
、
宅
急
便
、
花
束
に

癒
さ
れ
る
。

近
頃
前
向
き
、
夢
見
よ
り
懐
古
の
方

が
楽
し
く
話
題
に
な
る
。

加
齢
と
共
に
体
力
気
力
衰
え
、
行
動

範
囲
縮
小
。
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
で
会
合

無
く
引
き
籠
り
が
ち
に
な
る
。
先
輩
知

人
急
ぐ
こ
と
な
い
の
に
逝
く
。淋
し
い
。

職
を
辞
し
て
か
ら
は
、今
迄
の
忙
し

さ
か
ら
解
放
。
自
由
気
ま
ま
な
旅
を
選

ぶ
。
列
島
北
に
南
に
、史
跡
名
勝
見
学
。

西
国
観
音
、四
国
霊
場
、歩
き
へ
ん
ろ

旅
。
仏
像
に
祈
念
。
多
く
の
人
と
の
出

会
い
親
切
を
頂
戴
。
朱
印
増
え
る
の
も

嬉
し
い
。

私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
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宿
坊
、
国
民
宿
舎
、
民
宿
、
従
業
員

家
族
。
親
し
く
近
隣
の
話
を
聞
く
。
神

社
、
仏
閣
、
仏
像
、
宝
物
、
公
園
海
辺
、

連
泊
も
し
ば
し
ば
。

海
外
旅
行
紹
介
さ
れ
ツ
ア
ー
参
加
、

主
要
都
市
、
雄
大
な
自
然
、
華
麗
宮
殿
、

荘
厳
教
会
、
美
博
物
館
、
庭
園
、
年
代

遥
か
に
超
え
た
巨
大
建
造
物
、
内
外
記

録
写
真
、
記
念
品
は
宝
物
だ
。

た
ま
た
ま
テ
レ
ビ
に
訪
問
先
が
放

映
。二
人
は
一
段
と
声
が
大
き
く
な
る
。

少
な
い
体
験
記
憶
に
後
悔
頻
り
。
老
後

の
た
め
に
健
康
、
教
養
、
経
済
を
勉
強

し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
。

老
夫
婦
に
は
幸
せ
。
手
先
動
く
。
趣

味
が
あ
る
。
妻
、
編
物
に
ア
ー
ト
フ

ラ
ワ
ー
。
私
、
木
工
。
現
在 

童
地
蔵
。

予
想
外
の
出
来
栄
え
に
拍
手
―
。
愚

作
に
苦
笑
。
只
今
精
進
中
。

生
み
出
す
こ
と
は
、生
き
る
こ
と

親
孝
行

�

梅
本　
咲
子
（
90
歳
）

親
孝
行
っ
て
、
こ
ん
な
身
近
な
こ

と
で
よ
か
っ
た
ん
だ
な
ぁ
～
と
、
今

思
う
。

久
し
ぶ
り
に
娘
が
帰
っ
て
く
る
と

い
う
。「
お
昼
は
買
っ
て
い
く
」と
い

う
の
で
待
つ
こ
と
に
し
た
。
間
も
な
く

姿
を
見
せ
た
娘
は
、「
い
ざ
！
」と
い
う

時
の
た
め
に
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

を
は
じ
め
、消
毒
液
、マ
ス
ク
、そ
の
上

「
こ
れ
は
少
し
値
が
張
る
ね
ん
け
ど
…
」

と
言
い
な
が
ら
、「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
罹
っ
た
か
と
思
っ
た
と
き
飲
ん
で
ね
」

と
、袋
入
り
の
粉
末
を
手
渡
し
た
。
無

農
薬
の
食
品
に
凝
っ
て
い
る
娘
は
そ
っ

ち
方
面
で
手
に
入
れ
た
の
だ
ろ
う
。
私

は
漢
方
薬
の“
一
番
”を
風
邪
の
初
期

に
は
効
く
の
で
は
と
思
い
用
意
し
て

い
た
。
し
か
し
私
の
場
合
、コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
罹
っ
て
し
ま
え
ば
、肺
に
既

往
症
が
あ
る
の
で
大
事
に
至
る
の
は

眼
に
見
え
て
い
る
。

昼
食
後
、
ア
メ
リ
カ
で
語
学
の
勉

強
を
し
て
い
る
末
っ
子
の
失
恋
話
を

楽
し
そ
う
に
話
し
な
が
ら
、
彼
女
の

手
は
素
早
く
夜
の
食
事
の
用
意
を
し

て
い
る
。
煮
込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
を
作
っ

た
り
、
サ
ラ
ダ
の
キ
ュ
ウ
リ
を
刻
ん
だ

り
、口
も
手
も
休
む
こ
と
は
な
い
。「
夫

に
も
言
う
て
へ
ん
こ
と
や
か
ら
、
お

父
さ
ん
に
も
話
さ
ん
と
い
て
や
」
と
、

私
に
口
止
め
を
し
て
帰
っ
て
い
っ
た
。

夜
、
私
は
ラ
イ
ン
を
送
っ
た
。

「
今
日
は
あ
り
が
と
う
。
美
味
し

か
っ
た
よ
。
こ
れ
が
親
孝
行
っ
て
言

う
ん
だ
ね
。
私
は
自
分
の
親
に
で
き

な
か
っ
た
よ
」
と

「
喜
ん
で
く
れ
て
、何
よ
り
で
す
。
お

母
さ
ん
は
違
う
こ
と
で
の
親
孝
行
を

し
た
と
思
う
よ
」と
、娘
か
ら
返
事
が

返
っ
て
き
た
。

私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

7月1日より「亀の井ホテル大和平群」へリブランドいたします

月曜、火曜も通年営業いたします！月曜、火曜も通年営業いたします！
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四
六
時
中
畑
仕
事
に
打
ち
込
め
る
体
に
恵
ま
れ
夫
を

労
わ
る

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
孫
の
呼
ぶ
声
こ
こ
ち
よ
く
耳
に
響

い
て
ひ
と
日
始
ま
る

八
十
路
坂
ゆ
る
ゆ
る
下
る
去
年
今
年
格
言
横
目
に
百
歳

体
操

視
野
広
く
人
情
熱
き
新
村
長
抱
負
を
抱
き
過
疎
に
立
ち

上
ぐ

空
爆
に
ミ
サ
イ
ル
砲
火
容
赦
な
く
平
和
な
世
界
こ
の
世

と
思
え
ず

ま
つ
毛
長
く
ガ
ラ
ス
玉
め
く
目
を
見
す
る
鹿
餌
を
ね
だ

る
雪
の
飛
火
野

子
を
想
い
苦
労
厭い
と

わ
ぬ
過
ぎ
来
し
を
返
り
見
唯
々
感
謝

ひ
と
夕しお

二
十
年
共
に
暮
ら
せ
し
義
理
の
母
の
三
十
七
回
忌
無
事

に
す
ま
せ
り

「
居
ま
せ
ん
」
と
居
留
守
使
っ
て
過
し
た
い
七
月
一
日

誕
生
日
来
る

笑
顔
あ
り
涙
あ
り
の
感
動
を
も
ら
う
日
暮
ら
し
九
十
の

坂
ゆ
く

去
年
今
年
変
わ
ら
ぬ
歩
み
つ
な
げ
ど
も
疫
を
憂
い
て

戦
さ
に
涙
す

離
れ
住
む
妹
に
コ
ロ
ナ
禍
心
配
す
と
姉
の
言
の
葉
愛
に

包
ま
る

“
さ
み
し
い
ね
〟
小
声
で
言
え
ば
さ
み
し
い
と
親
し
き

友
の
通
夜
の
帰
り
に

突
然
に
同
年
輩
の
人
逝
き
ぬ
共
に
活
躍
せ
し
日
懐
か
し

不
機
嫌
な
爺
の
様
子
が
わ
か
ら
ね
ば
そ
っ
と
手
を
や
り

肩
を
も
み
や
る

夫
逝
き
て
四
十
五
年
守
り
来
し
孫
曾
孫
増
え
我
れ
今

卆
寿

あ
ら
い
や
だ
取
り
に
来
た
物
何
だ
っ
け
大
和
郡
山
市

稲
垣
明
子

あ
ん
な
こ
と
そ
ん
な
こ
と
よ
り
今
の
こ
と
下
市
町

桶
谷
忠
博

相
槌
が
打
て
て
私
も
仲
間
入
り

橿
原
市
光
宗
由
美
子

風
に
の
り
灯
油
売
る
声
冬
ち
か
し
天
理
市
山
口
ヨ
シ
エ

手
も
足
も
弱
る
こ
の
年
母
想
う

葛
城
市
三
島
チ
ヅ
子

夢
さ
め
て
つ
づ
き
ほ
し
く
て
目
を
と
じ
る
田
原
本
町

西
本
久
子

あ
り
ふ
れ
た
幸
せ
気
づ
く
老
い
の
日
々
大
和
高
田
市

猶
原
重
男 

高
齢
者
や
け
に
元
気
な
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
宇
陀
市

松
川
輝
蔵

大
ヒ
ラ
メ
俎
上
に
載
る
や一呼
吸

川
西
町

井
澤　

徹

晩
学
や
眼
鏡
に
辞
典
虫
眼
鏡

田
原
本
町

今
西
良
子

歩
数
計
増
え
て
は
い
る
が
同
じ
道
大
和
郡
山
市

上
田
周
治

足
枷
が
と
れ
て
羽
ば
た
く
空
の
青
王
寺
町

福
西
禮
子

年
重
ね
故
郷
だ
ん
だ
ん
遠
く
な
り
葛
城
市

松
村
澄
子

ほ
の
ぼ
の
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
湯
気
に
酔
う

山
添
村

今
中
幸
子

小
気
味
好
い
ラ
ジ
カ
セ
の
唄
春
の
風
河
合
町

大
西
利
恭

親
子
っ
て
不
思
議
素
直
に
な
れ
る
今
大
和
郡
山
市

植
村
淳
子

じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
ぽ
ん
て
決
っ
た
空
の
旅
葛
城
市
外
輪
加
寿
代

ち
ょ
っ
と
待
て
我
が
後
ろ
に
は
孫
五
人
葛
城
市

猪
木
武
久

小
一
の
マ
ス
ク
の
笑
顔
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
大
和
郡
山
市

松
本
義
徳

九
十
才
元
気
で
年
賀
書
き
ま
し
ょ
う
生
駒
市

大
塚
嘉
子

斗
病
の
敏
雄
句
集
へ
愛
満
ち
る

王
寺
町

福
西
禮
子

小
西
榮
依
子 

選 

短
　
歌

子
や
孫
に
任
し
て
で
き
る
鏡
餅

葛
城
市

松
村
澄
子

新
た
な
る
御
代
の
眞
子
さ
ま
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
和
郡
山
市

植
村
淳
子

冬
枯
れ
の
野
辺
に
か
す
か
な
兆
し
さ
し
川
西
町

井
澤
清
美

影
踏
め
ば
一
足
毎
の
日
脚
伸
ぶ

山
添
村

今
中
幸
子

空
海
の
笠
に
冬
日
の
あ
た
た
か
し
平
群
町
吉
原
恵
美
子

年
の
瀬
に
流
れ
ゆ
る
や
か
真
弓
川
明
日
香
村

尾
崎
勝
子

風
花
や
散
歩
途
中
の
肩
に
消
ゆ

田
原
本
町

今
西
良
子

夕
餉
に
は
丸
い
頭
の
つ
く
し
添
え
田
原
本
町

西
本
久
子

初
蝶
や
飛
び
く
る
庭
の
日
だ
ま
り
に
葛
城
市
安
川
し
げ
子

棟
上
げ
の
槌
音
運
ぶ
早は

る春
の
風

川
西
町

井
澤　

徹

山
藤
は
花
の
さ
か
り
と
見
て
す
ぎ
ぬ
天
理
市

豊
島
和
美

試
行
ま
た
明
日
へ
と
決
め
て
笹
子
聞
く
吉
野
町
橋
本
佳
代
子

土
筆
と
り
早
く
見
つ
け
て
五
六
本
御
所
市

柴
田
清
美

水
取
り
や
コ
ロ
ナ
退
散
祈
り
た
り
葛
城
市

熨
斗
秀
興

風
ひ
か
る
初
バ
ー
ス
デ
イ
吾
子
の
孫
上
牧
町

田
中
豊
治

黄
蝶
に
誘
は
れ
廻
る
薬
師
堂

大
和
高
田
市

土
井
悠
子

門
灯
の
ほ
の
か
な
灯
り
額
の
花

天
理
市

岩
本
芳
子

草
笛
や
遠
く
の
園
児
聞
こ
え
ぬ
か
大
和
郡
山
市

松
本
義
徳

風
鈴
の
音
色
に
心
癒
さ
れ
て

宇
陀
市

松
田
年
子

夏
草
に
自
慢
の
野
菜
か
く
れ
け
り
葛
城
市
三
島
チ
ヅ
子

何
見
て
も
句
材
探
し
つ
更
衣

宇
陀
市

加
藤
勝
代

あ
ざ
な
え
る
君
と
私
は
捩ね
じ
り
ば
な花

葛
城
市
外
輪
加
寿
代

枯
葦
を
横
目
に
今
朝
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
宇
陀
市

角
田
本
子

　
「
川
柳
」の
選
者
が
、変
わ
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
大
楠

紀
子
先
生
に
は
、平
成
二
十
年
か
ら
長
期
に
わ
た
り
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
号
よ
り
、新
し
く

中
城
裕
子
先
生
に
選
句
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

老
い
た
れ
ば
自
分
で
祝
う
誕
生
日
苺
の
ケ
ー
キ
た
っ
ぷ

り
味
わ
う

長
命
と
ふ
試
練
と
共
に
生
き
る
今
庭
の
白
梅
蕾
ふ
く

ら
む

中
城 

裕
子 

選

川
　
柳

葛
城
市

阪
口
君
代

葛
城
市

村
田
和
子

宇
陀
市

尾
﨑
佳
治

山
添
村

今
中
幸
子

桜
井
市

森
本
和
雄

橿
原
市

杉
田
恭
子

天
理
市

阪
口
雅
子

大
和
郡
山
市

村
田
博
子

大
和
高
田
市

木
村
博
子

田
原
本
町

西
本
久
子

川
西
町

井
澤　

徹

大
和
郡
山
市

植
村
淳
子

大
和
高
田
市

今
中
恵
美
子

天
理
市

岩
本
芳
子

葛
城
市

外
輪
加
寿
代

葛
城
市

松
村
澄
子

葛
城
市

三
島
チ
ヅ
子

天
理
市

堀
内
房
子

和
田 

富
子 

選

俳
　
句
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にに

奈良県警察からのお知らせ

あぶない！

安全で安心に過ごすために…

ＡＴＭで還付金は受け取れません ～ ＡＴＭへ行ってはいけません～
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椅子に座ってする

❶  背中の緊張をとり、  
呼吸を楽にする運動

息を吸いなが
ら肩を上げて、
吐きながら
ゆっくり下ろ
します。（2回）

かかとを上げ
て、肩といっ
しょに下ろし
ます。（4回）

肩に力が入り、呼吸が浅く
なっていませんか？

［コース内容］蓮如の滝からかやぶきの里まで、約90分のウォーキング（4.5㎞）です。

［参加費用］おひとり様 　6,800円（35名以上参加の場合）�※割引キャンペーンが適用されれば、対応します。
但し� 参加者�29名までの場合��8,000円　　34名までの場合��7,500円になります。
� ※交通費、昼食代（お弁当）、旅行傷害保険代を含みます。
� ※添乗員は同行しますが、バスガイドは付きません。　

◆お申し込みは、往復はがきまたは、FAXにて下記にお送りください。
◆お申し込み時の記入内容…住所・氏名・年齢・電話番号（FAX番号）・乗車場所

［送り先］〒634-0061　橿原市大久保町320-11　奈良県老人クラブ連合会　宛て
　　　　 FAX　0744 - 29 -0167

7：30� 11：10　　　　　　　約90分のウォーク（3.5㎞）
奈良県各地� 蓮如の滝
①橿原神宮前� 7：30
②奈良県社会福祉総合センター� 7：40
③大和八木（南側ローソン前）� 8：00

� （1㎞）　　　　　13：40
美山　かやぶきの里（散策・お弁当）�� 奈良県各地

� ①大和八木（南側ローソン前）� 17：10
� ②奈良県社会福祉総合センター��17：30
� ③橿原神宮前�� 17：40頃

申込締切日
令和4年10月7日

懐かしい日本の原風景秋の
“かやぶきの里　美山”を歩こう！
懐かしい日本の原風景秋の懐かしい日本の原風景秋の
“かやぶきの里　美山”を歩こう！“かやぶきの里　美山”を歩こう！

　
一
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
発
生
に
続
き
、ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、私
た
ち
の

心
を
捉
え
震
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

大
椿
寿
を
読
ん
で
く
だ
さ
る
方
々
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
を
思
い
起
こ
し
、第

三
次
に
移
行
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
、心

を
痛
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
今
、映
像
技
術
が
発
達
し
て
、戦
場

が
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

  

「
こ
こ
で
、生
き
て
い
た
い
だ
け
で
す
」

と
叫
ぶ
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
婦
人
の
姿
が
、

私
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
こ
う
し
た
世
相
を
表
す
か
の

よ
う
に
、原
稿
が
少
な
い
で
し
た
。

　

先
ず「
百
歳
人
世
到
来
」の
大
西
さ

ん
、念
願
達
成
ま
で
近
い
で
す
ね
。

  

「
昔
の
思
い
で
」の
堀
内
さ
ん
、王
寺

駅
周
辺
の
台
風
に
つ
い
て
詳
し
く
書
い

て
く
だ
さ
り
、思
い
を
と
も
に
す
る
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

あ
る
記
事
に
、日
常
生
活
で
殆
ど
笑

わ
な
い
高
齢
者
は
、ほ
ぼ
毎
日
笑
う
高

齢
者
よ
り
も
、脳
卒
中
の
割
合
が
１.
６

倍
高
い
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
、書
く
こ
と
で
脳
を
活
性

化
さ
せ
ま
し
ょ
う
。�

（
梅
本
咲
子
）

　

身
近
な
出
来
事
や
、思
い
を
し
た
た

め
た
文
章
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

（
県
老
連
事
務
局
）

～
自
分
の
体
と
対
話
し
ま
し
ょ
う
～�

　
こ
の
体
操
は
、い
つ
ま
で
も
元
気
で

過
ご
せ
る
よ
う
に
、高
齢
者
に
と
っ
て

必
要
不
可
欠
な
運
動
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
か
ら
、①
か
ら
⑥
ま
で
順
に

椅
子
に
座
っ
て
す
る
気
づ
き
の
体
操
を

紹
介
し
ま
す
。

・�

ひ
じ
掛
け
の
な
い
安
定
し
た
椅
子
を

使
い
ま
し
ょ
う
。

・�

椅
子
の
背
に
も
た
れ
な
い
で
、
少
し

浅
く
腰
掛
け
ま
し
ょ
う
。

気づきの体操気づきの体操

編

集

後

記

編

集

後

記

長時間、
座っていませんか？ い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も

��

気
付
き
の
体
操　
座
①

　
座
①

今
年
の
日
帰
り
旅
行
は
、か
や
ぶ
き
の
里　
美
山
を
散
策
し
ま
す
。�

美
山
町
の
茅
葺
き

民
家
は
北
山
型
と
呼
ば
れ
て
板
壁
が
多
く
用
い
ら
れ
、伊
勢
神
宮
や
出
雲
大
社
に
通
じ
る

屋
根
の
構
造
を
持
つ
そ
う
で
す
。自
然
の
さ
わ
や
か
な
空
気
の
中
、ゆ
っ
く
り
と
歩
き
ま
せ

ん
か
。�

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

☆
第
９
回
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
☆

☆
第
９
回
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
☆
令
和
四
年
十
月
二
十
一
日（
金
）
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